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~最適採材を実現するハーベスタ採材システム~

iLogger Value Bucking 

顧客ソリューション本部産業ソリューション部
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バリューバッキング機能とは

⚫ バリューバッキング（Value Bucking）= 最適採材

⚫ Value ⇒ 価値 Bucking ⇒ 採材

⚫ 幹一本が最大の値段になるように、そして需要者側のニーズに

マッチするようにコンピュータが自動的に採材長さを決めてく

れる機能
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例：ヒノキ柱口 4ｍ19000円/m³ 3ｍ17500円/m³の場合
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⚫ 価格データ・需要者からのオーダーデータの入力と細り予測が必要
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バリューバッキング機能とは

⚫ 直前に造材した幹10本分から形状データを得て、次の幹の細りを
予測し採材プランを立てる

⚫ 採材プランは伐倒もしくは初めの玉切り時に表示され、送材が始
まりハーベスタが直径の実測値を得るたびに自動的に更新される

～細り予測と採材プラン～

採材プラン

コントローラー画面
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オペレータ操作比較

ヒノキ価格表

3m 4m

規格 単位(cm) 並材 直 並材 直

小径木 ～14 6,500 9,000

柱用 16～18 17,000 14,000

中目 20～28 13,000 16,000

大径材 30～ × 16,000

バリューバッキングを使用しない場合 例：ヒノキ、元口245mm

2450

⚫ STEP1：曲がりや欠点がないか確認する ⇒ 直材と判断

⚫ STEP2：元口径と樹高から細りを予測し、末口径を価格表と照合し採材
プランを仮に決める⇒4m中目、3m柱用、3m柱用

⚫ STEP3：直径値を確認しながら、長さボタンで送材し玉切る

ベテランオペレータでも幹一本の価格を最大化することは困難

長さcm 直径mm

コントローラー画面
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オペレータ操作比較

バリューバッキングを使用する場合 例：ヒノキ、元口245mm

⚫ STEP1：ヒノキボタンを押す（樹種が切り替わる場合のみ）

⚫ STEP2：曲がりや欠点がないか確認する ⇒ 直材と判断

⚫ STEP3：A材ボタン、玉切りを繰り返し押す

⇒オペレータの負担軽減、操作時間短縮

ヒノキ価格表

3m 4m

規格 単位
(cm)

並材 直 並材 直

小径木 ～14 6,500 9,000

柱用 16～18 17,000 14,000

中目 20～28 13,000 16,000

大径材 30～ × 16,000

2450
長さcm 直径mm

コントローラー画面
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～デジタル輪尺でのセンサ校正～

キャリブレーション

⚫ バリューバッキング機能を正確に行うには高いセンサ精度が必要

⚫ デジタル輪尺の特徴①：長さと直径の校正が同時にできる

②：直径の取得データ数が任意

（使わない場合：末口径1点/1丸太）

⇒容易にセンサ精度を高めることができる

ポテンショメータ
左右ナイフの平均値を採用

直径センサ 長さセンサ

エンコーダ

ナイフの角度を
センサで計測し
直径を導き出
す

歯車回転パ
ルスで採材
長さを検値

⚫ 皮を含んだ値で校正するため、皮の厚みを設定
し差し引きする必要がある

フィードローラ
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カラーマーキング装置

⚫ 事前に仕分けたい材を選択しておけば、玉切りと同時に自動的に末口
に色を吹き付ける機能

⚫ 青・赤2種類のカラーにより、1つの樹種につき4種類の仕分けが可能
（青・赤・青赤・なし）

⇒仕分け作業を効率化

設定画面① カラーマーキング例設定画面②
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将来的なメリット
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バリューバッキングによるメリット

⚫ 人間の勘に頼っていた採材がコンピュータの計算機能により最適化

される ⇒売上UP

⚫ 価格表やモニター表示値を気にする必要がないためオペレータの

負担軽減、操作時間短縮、オペ育成時間短縮 ⇒伐採コストDOWN

⚫ カラーマーキング機能で仕分け時間短縮 ⇒仕分けコストDOWN

⚫ 需要者からのオーダーを採材に取り入れる機能を利用すれば

プロダクトアウト型からマーケットイン型へ

用途に合わせた一般流通長さ以外のニーズへの対応が容易

⇒採材による木材利用率UP ⇒幹一本当たりの価格UP

例:柱用丸太 3100mm⇒2900mm / 土台用丸太 4100mm⇒3900ｍｍ

素材生産業の収入UP 立木価格UP 森林所有者の経営意欲向上
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材積集計

⚫材積計算方法について

• ヘッドコントローラXlogger(Technion社)では末口二
乗法で計算可能

• 長さ：地域や会社によって余尺の長さが異なるが全国
対応可 （例：4500ｍｍで採材⇒4ｍで計算）

• 直径：素材JAS規格を採用（ただし、末口最小径を確
実に計測することはできない）

⇒手寸検測定値とハーベスタ測定値には誤差が生じる
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材積集計

⚫材積集計の出力

• 樹種別、用途別、長さ別、丸太別材積表をPDF、XLS
ファイルで出力可能

• 用途に製材所の名前を設定しておけば、製材所ごとの
材積集計も可能

丸太別材積表樹種・用途別材積表 樹種・用途・長さ別材積表
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日立建機 情報誌「TIERRA+」
記事ご紹介
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